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連載のページをリニューアルしました
　広報よねざわで毎月１日号に掲載している連載コラムのページをリニューアルしま
した。これまでの定番コーナーに加えて、偶数月には、国際交流員のトリートさんに
よる「What IS the Tea ? Treat's Thoughts on Yonezawa」、地域おこし協力隊に
よる「今月の協力隊日記」が新たにスタートします。

〈第 110 回〉

当院における小児科診療について
■問合せ／市立病院総務課企画財務担当 ☎ 22-2450

〈第 53 回〉

食生活を見直し、食品ロスを減らそう
■問合せ／環境生活課廃棄物対策担当 ☎ 22-5111

続いているせいか子どものこころ
の問題が増えています。当院でも
今回導入した起立試験に対応した
血圧計が大活躍しています。また
食物アレルギー患者も、小児のア
レルギー性鼻炎も増えています。
当科でも、小児アレルギー性鼻炎
に対する舌下療法を行っており好
評を得ています。
　子どもは小さな大人ではありま
せん。子どもの疾患も大人とは大
きく異なります。そのため一人ひ
とりの異なるニーズに対応してい
きたいと考えます。今後ともご支
援ご厚情を賜りますようお願い申
し上げます。

い、午後から特殊外来や慢性外来
などを行っております。
　入院診療では、急性疾患の治療
のほか、食物アレルギーの食事制
限の程度を決定するための負荷試
験や、成長ホルモン分泌負荷試験
などの検査入院も随時行っていま
す。また周産期医療に関しても産
科と協力して安全なお産を実現で
きるように、ハイリスク分娩での小
児科医の立ち合いも行い、軽症か
ら中等度の新生児治療を行ってい
ます。さらに高度医療が必要な場
合は高次医療機関 NICU と連携し
て新生児搬送をお願いしています。
　話は変わりますが、コロナ禍が

　日頃より地域の医療関係者並び
に保健福祉関係の皆様には大変お
世話になっており、深くお礼申し
上げます。当院小児科は現在常勤
医師 4 人が中心になり、置賜地域
小児二次医療病院の役割を担うこ
とを目的に診療に取り組んでおり
ます。
　外来診療は午前中一般外来を行

て、子ども食堂などで使用されます。
● 10 月は食品ロス削減月間

【パネル展】
■日時／ 10 月３日㈪～ 31 日㈪
■場所／市役所１階市民ホール
■ 内容／食品ロスの概要などのパ

ネル展示
【フードドライブ】
■ 日時／ 10 月 19 日㈬～ 21 日㈮
■場所／市役所１階市民ホール
■ 内容／フードドライブを実施。ご

家庭で食べきれない食品があれば
ご協力ください。※開封したもの、
賞味期限が近いものなど受け取れ
ないものがあります。詳しくは市
ホームページをご確認ください。

ごみ処理に多額のコストがかかる
うえ、燃やすことで CO2 排出量
の増加など環境への影響もありま
す。このように多くの食品ロスが
発生している一方で、7 人に 1 人
の子どもが貧困状態にあり、十分
な食事が取れていません。
　私たち一人ひとりが食べものを
無駄なく大切に消費して、食品ロ
スを減らしましょう。
●フードドライブとは？
　家庭で消費しきれない未使用食
品を持ち寄り、それらをまとめて
フードバンク団体や地域の福祉施
設・団体などに寄贈する活動です。
集められた食品は、協力団体を経

　健康で暮らし続けるためには、望
ましい食生活が不可欠です。食の
現状を理解し、適量摂取を心掛け
ましょう。
● 食品ロスの半分は家庭から
　食べ残しや売れ残り、賞味期限が
近いなど様々な理由で、食べられる
食品が捨てられてしまうことを「食
品ロス」といいます。日本の食品ロ
スは年間 522 万 t で、国民１人当
たり毎日お茶碗約１杯分（約 113g）
を捨てていることになります。
　大量の食品ロスが発生すると、


